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Abstract
Fast break has become a very important and popular strategy for most top basketball coun‑
tries during the past few years. On the 29th Beijing Olympic Games, the average score of
American dream team is 106.3 and 22% of them comes from fast break, the average score
of fast break is 23. Such a high level of score and such a high percentage of fast break strat‑
egy is unusual and need us to consider.
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序論
第一節、研究の背景と意味
速攻は近年世界中の強い国家チームに最
も重視され、一番多く使われている戦術で
ある。アメリカ国家代表は第 29回北京オリ
ンピック大会で一ゲームの平均得点は
106.3点であり、その得点の中で、22％は速
攻による得点であり、一ゲームの速攻平均
得点は 23点であった。そのような高得点を
取る戦術は今までの大会においては考えら
れなかった戦術であった。
研究の目的
速攻における有利性の検証並びにミスプ
レーの構造分析を行うことで、速攻の理論
と指導法に生かし、指導者になった時に速
攻の成功率を高めるための研究を目的とす
る。
研究対象と研究方法
Ⅰ、文献調査法
Ⅱ、インタビュー調査法
佐藤久夫氏にインタビュー調査を行った
研究対象：
１．第 26回男子バスケットボール・アジア
チャンピオンシップ （2012年ロンドンオ
リンピック大会選抜）の試合 16チーム
（全 60試合）主に中国チームに着目する。
２．中国プロバスケットボール・リーグ
2008−2009シーズンの 126試合。
Ⅳ、データ分析法
１．速攻構造分析方法として速攻を三つの
局面に分解した：佐藤久夫氏の造語を利
用し、アウトレットプレー、ミドルプレ
ー、フィニッシュプレーとした。
速攻の定義
稲垣安二氏の「速攻とは、ディフェンスプ
レーヤーの全員が、計画された防御隊型に
位置する前に、得点しようとする攻撃方法
である」を定義とした。
速攻プレーと判定する根拠としては、定
義にのっといてスピードが速い、時間が短
い、一般的に 1回から 3回のパスプレーで
シュートプレーに入る。あるいは、速攻は 3
秒から 5秒の間にフィニッシュプレーに入
る。
以上のプレーに限って、速攻プレーと判
断した。
本論
速攻プレーの基本理論　
Ⅰ 基本理論：稲垣安二氏によると「速攻
は、ディフェンスプレーヤー全員が帰陣
する前に、攻撃プレーヤーの動きとパス
やドリブルによって、ボールをバスケッ
トの近くに進め、得点しようとする攻撃
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←サイドレーン
←ミドルレーン
法である。多くのコーチは、相手方が帰陣
する前にボールをフロントコートへ進め
シュートすることの必要性より、味方が
ボールを獲得するやボールを保持したプ
レーヤー以外のプレーヤーに、相手方が
帰陣するよりも早くバスケットへ近づく
ことを要請している。一方、プレーヤーも
コーチの要請に応じて、バスケットに向
って相手より早く走ろうとつとめてい
る」、以上を速攻の理論であると述べてい
る。
一般的な速攻はプレーヤーの動きとパ
スやドリブルを使用して、相手を破り（ア
ウトナンバーにする）、ついでパス、ドリ
ブルや動きを使用してシュートすること
がある。これには相対関係を破る技術と、
破った後シュートする技術の二つが含ま
れている。このようなことから、速攻は
「相手の帰陣の状態を確認し、ボールをコ
ントロールしながら、相手を弱点のある
状態（またはアウトナンバーにした状態
ともいう）につくり攻撃する」ことである
と考えている。「相手の弱点のある状態に
つくる」とは、バックコートにおいて５対
５の状態から攻撃を始め、３対２、２対
２、２対１、１対１、１対０等、味方が相
手よりも人数の多い状態をつくることで
ある。したがって、味方がボールを獲得し
た瞬間、その地点で味方プレーヤーが協
力し、組織的に動き、相手を弱点のある状
態にして攻撃することが必要になる。
Ⅱ スリーレーン攻撃法において重要なこ
とは、攻撃プレーヤーの 3人が相手方 2
人を攻撃する状態をつくることである。
つまり、3対 2の状態を早くつくり、セン
ターレーンを進むミドルレーンがボール
を持って前進し、二つサイドレーンを進
むプレーヤーがミドルレーンより先行
し、ミドルレーンを底角とした逆三角形
をつくり前進することである。ミドルレ
ーンがボールを持ってセンターレーンを
進むと、二つのサイドレーンを進むプレ
ーヤーのいずれにもパスできるので、非
常に安定した攻撃ができる。このように
ミドルレーンを主軸にしたスリーレーン
を 3人のプレーヤーが占めながら前進す
るが、特にミドルレーンはセンターライ
ンを通過すると、進行スピードをおとし
（このことをスローダーンと言う）、二つ
のサイドレーンを進むプレーヤーと十分
協力し、相手を攻撃することが重要にな
る。ミドルマンを底角にし、二つのサイド
レーンを進むプレーヤーによってつくる
逆三角形はバックコートではつくれず、
フロントコートに入ってつくるようにな
ることも多いので、ミドルレーンがセン
ターレーンを通過後、スローダーンする
ことは絶対に身に付けなければならない
技術である。
速攻のミスになる要因の考察：
速攻というのは、ディフェンスからオフ
ェンスに切り替えようとするときに、選手
が一番速いスピードで、一番短い時間で相
手を超え、人数の優勢状態を作ったり、防御
側がしっかりディフェンスの状態になれな
いうちにチャンスを把握し、オフェンスし
たりする得点手段である。
速攻の始まりは、パスとドリブル技術の
操作が重要となる。時には、正しくないパス
をしたり、タイミングが合わなかったりす
るので、ミスを起こす。時には、選手の集中
力が不十分などの原因により、ミスを起こ
す。
速攻の発動はスローインとジャンプボー
ルとリバウンドを取ってから始まる。速攻
になれるかどうかは発動のタイミング次
第、ボールを取ってからのファストパスと
呼応は発動のポイントである。ファストパ
スは早さだけでなく、距離と呼応する味方
の位置の把握も重要で、できるだけ短い時
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間でハーフコートを超え、速攻の目的を果
たそうとする。速攻の意識していなく、パス
の技術をした身に着けていないなどの原因
により、サイドアウトになったり、ボールを
奪われたり、トラベリングやダブルドリブ
ルやチャージング・ファウルになったりす
るミスになりやすい。
バスケットボール試合中に速攻の有利性に
ついての検証
佐藤久夫氏によると「速攻の得点が高け
れば、高い程、勝利への主導権を持つことは
明らかである」と述べている。以上のことを
参考に、検証していく。
速攻の重要性の証明１
第 26回男子バスケットボール・アジア
チャンピオンシップ （2012年ロンドンオリ
ンピック大会選抜）の計 60試合の中で、相
手チームより、自チームの速攻得点が 75％
を占めた場合、勝率が高いことがわかった。
相手チームより、自チームの速攻得点が
25％を占めた場合には、勝率が低いことが
わかった。
そして、勝ちチーム毎試合の速攻の平均
得点は相手チームに比べて 8.5点が高くこ
とがわかる。
中国国家代表チームの全部 9試合の中
で、7試合は相手チームより速攻得点が高
いチームが勝利した、他 2試合は相手チー
ムより速攻得点が低いチームが勝利した。
全部 9試合の中で、中国チームの総得点
は 712点であり、速攻の総得点は 95点であ
り。全部得点の中で、13％は速攻の得点であ
り、中国チーム毎試合速攻の平均得点は
10.5点であった。
ディフェンスが一番強いチーム
勝率が一番高いチーム
以上の表によって、速攻総数が多いチー
ムは勝率が高く、それに反して、速攻総数が
少ないチームは勝率が低いことがわかっ
た。
データから速攻は勝利への主導権を持て
る重要な要因であるということが検証でき
た。
佐藤久夫氏の理論によると、「速攻でのミ
スは逆に相手に主導権を握らせそして自チ
ームの主導権を損なうことである」と述べ
ている。
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相手チームより速攻得点が高い
75％
25％
中国チームの試合中に相手チームより
速攻得点が高い
78％
22％
攻撃力が
一番強い
チーム
毎試合の
平均得点
シーズン
速攻総数
毎試合の
速攻ミス
数
ディフェ
ンスが一
番強いチ
ーム
毎試合の
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数
データからも以上のことが理解できる。
速攻ミスプレーの調査分析
Ⅰ 中国プロバスケットボール・リーグ
2008−2009シーズンの 126試合の速攻状
況分析
アジアチャンピオンシップ強いチームの調
査分析
考察
佐藤久夫氏は「速攻の得点が高ければ、高
い程、勝利への主導権を持つことは明らか
である」と述べでいたが、検証の結果から速
攻率が高いチーム程勝率が高いということ
が明らかになった。
よって、速攻の成功は自チームの主導権
と有利性を得ることができるが、逆に「速攻
のミスは、相手に主導権を握らせ、そして自
チームの主導権を損う」ということがいえ
るであろう。
速攻のミスにおける構造の考察において
は、フィニッシュプレーのミスが一番少な
く、ついで、アウトレットプレー、最後にミ
ドルプレーであった。
以上のミスの原因克服していくことが、
今後の課題であろう。
中国チームのミスプレー発生位置
アジアチャンピオンシップで中国の 9試
合の中で、アウトレットプレー、ミドルプレ
ー、フィニッシュプレー 3つの局面に分解
した。局面の分解におけるミスの發生位置。
パスミスをした主な原因はパスした選手の
技術の欠如、タイミングを測れなかったと
いうことやボールを保持する選手の判断や
技術、コートにいる味方のフロアバランス
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中　国 61 10 9 2 7 90 1 10
ヨルダン 61 14 12 4 8 86 2 14
韓　国 57 13 11 2 9 85 2 25
日　本 36 9 7 2 5 78 2 22
フィリピン 62 17 17 6 11 100 0 0
イラン 76 8 5 0 5 63 3 37
が整っていないことなどにより起こしたも
のである。速攻の中で、パスやキャッチのミ
スを導いたのは、選手のパスの技術、パスの
タイミング、キャッチの技術及びチームワ
ークなどの要素である。中国のバスケット
選手は速攻を発動させる意識が強くあり、
そのために焦りを招いてミスプレーとなる
ケースがあった。同様に心理的原因により、
激しいディフェンスに対峙された局面にお
いては、ミスが出やすいことがみられた
中国チームのミスプレー発生位置
アジアチャンピオンシップで中国の 9試
合の中で、ミドルレーンとサイドレーンの
ミスの發生位置。
結論・まとめ
本研究では「バスケットボールの速攻に
おける有利性の検証並びにミスプレーの構
造分析」で進めてきた。
速攻の成功率は試合の主導権を得るため
に重要な戦術であり、逆にミスプレーは自
チームの主導権を損い、相手に主導権を与
えてしまうことが検証の中からも明らかに
なった。ミスをすることで、試合に敗北し、
成功率を高めていくことを試合を制するこ
とができるということが推測される。
これは、佐藤久夫氏や稲垣安二の理論か
らも述べられている。
そこから、ミスの構造を分析した。
構造分析
先の図を合わせて、ミスの發生位置を明
晰的にする。
中国チームのミスの中で、ミドルプレー
及びミドルラインでのミスが一番集中して
いたことが明らかになった。特にレフトサ
イドレーンのミスが一番多いことをわかっ
た。
ミスが発生するエリアはミドルプレーの
ミドルレーンが最も多く、特にオーバーハ
ンドパスとキャッチが多いことが明らかに
なった。ミドルエリアはディフェンスの密
集地帯であるということも一つの原因であ
ることも確かである。
以上の検証並びに構造分析により本研究
では触れてはないが、速攻の主導権を握り、
なおかつミスプレーの数を少なくし試合を
制することを可能にさせるために、ドリル
や実践の中から速攻のミスプレーが起こる
理論や、速攻理論それに伴う技術や予測を
高めることができるようなプログラムを構
築していく必要がある。
また、バスケットボール競技において、比
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較的頻繁に生じる出来事だけではなく、
様々なシチュエーションを予測するという
心構えをさせる習慣化や知的スピードを育
成させることが大切なことなのではないか
と考える。
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